
みどりの推進課報告事項（７月）

 (1)  平成こども塾実施プログラム

① 1 日(土) こどもファーム  29 名(うち大人 13 名)

② 2 日(日)  君もハリガネアーティスト  23 名(うち大人 11 名)

③  8 日(土)  こどもファーム 31 名 （うち大人 13 名）

④  9 日(日)  暮らしの道具作りと料理教室

「カレーサーバとインドカレー作り」 59 名(うち大人 31 名)

⑤ 15 日(土)  ネイチャーゲーム

「虫は忍者 発見できるかな？」  22 名(うち大人 11 名)

⑥ 15 日(土） こどもファーム 20 名（うち大人 9名）

⑦ 16 日(日） 竹で水鉄砲を作ろう 50 名（うち大人 26 名）

⑧ 17 日(月祝） キッズ放送隊「ラジオ放送」 15 名（うち大人 5名）

⑨ 22 日(土） 夏野菜でクッキング 62 名（うち大人 31 名） 

⑩ 23 日(土) 「不思議な空間」万華鏡を作ろう 52 名（うち大人 25 名） 

⑪ 26 日(水） 介助犬ってなあに？  未定 

⑫ 29 日(土） こどもファーム   未定

⑬ 30 日(日) 書道･さし絵講習会  未定

※学校連携事業

7日(金)・11 日(火)～14 日（金) 市が洞小 5年 (カレー作り) 

 188 名（うち大人 11 名） 
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学校連携プログラムの実施 学校連携プログラムの実施

事前打ち合わせ

　　　　　　　　　プログラムの実施

世話人会 世話人会

平成２９年度平成こども塾事業実施スケジュール表

年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
備　　考

第一四半期点検・評
価

1
学校連携事
業プログラム
実施事業

子どもたちの健全な
心と身体を培い、世
代を超えたコミュニ
ケーション能力を育
む。

プログラム終了時に
行っているアンケート
において、児童や教
師の満足度の平均
数値を９０％から９
５％に保ち続ける。
（学校連携プログラム
数：６５回）

①楽しいプログラム
作りのための、学校
及び講師と事前調整
の実施。
②プログラムの事前
説明及び実施中の声
かけ。
③コミュニケーション
の苦手な児童をしっ
かりと見守り、楽しく
充実した体験活動の
実施。

①学校・平成こども
塾とも人事異動が
あったため、通常より
もより綿密な打ち合
わせを実施した。
②プログラム開始時
の「はじめの会では
特に大きな声で明る
く挨拶をすることに努
めた。
③プログラム実施中
はサポートの人たち
とともに職員も児童を
注意深く見守った。

事業名 目的 目標 取組状況

2
サポータープ
ログラム実施
事業

里山の豊かな環境を
生かした体験活動を
通して、子どもたちの
感性や心、生きる力
を育む。

プログラム終了時に
行っているアンケート
において、参加した
親子の満足度の平
均数値を９０％から９
５％に保ち続ける。
（サポート隊委託プロ
グラム、サポーター
自主プログラム数：１
１０回）

①前年度のプログラ
ムの検証の実施。
②サポーターとの打
ち合わせの実施。
③里山の環境に適応
しにくい子どもを見守
り、楽しく充実した体
験活動の実施。

天候に左右されやす
いプログラムである
ため、
①前年度を参考に雨
天時に臨機応変に対
応した。
②好天・雨天ともに
子どもが楽しめるよう
事前打ち合わせを綿
密にした。
③講師に任せきりに
ならないよう、職員も
子どもの観察・見守り
を行った。

学校連携プログラムの実施

次年度実施内容・日程等調整


